
 

研究報告：浄瑠璃「蛭小島武勇問答」の伝承 ／ 演目解説 

大阪公立大学大学院文学研究科教授 久堀裕朗 

素浄瑠璃：「蛭小島武勇問答」工藤祐経住家の段
（復活演奏）竹本友和嘉・鶴澤友勇 

研究報告・復曲試演会 
 

プ ロ グ ラ ム 

 

主催：科学研究費補助金基盤研究（C） 
「人形浄瑠璃における近代以降の伝承の中絶とその復元に関する重点的研究」（研究代表者：久堀裕朗） 
後援：公益財団法人淡路人形協会・南あわじ市教育委員会 

以下の①②いずれかの方法で事前にお申し込みください。 
①淡路人形座の窓口で直接お申し出ください。整理券（参
加証）をお渡しいたします。 

②以下のWebフォームか、右の QRコードからお申し込み
ください。メールで参加証をお送りいたします。 

https://forms.gle/AgEsDG8QbmGQ75AD6 
いずれも定員に達するまで受け付けますが、②は以下の締
切日までにお願いいたします。①の整理券は、定員に達し
ていない場合は、当日まで配布いたします。 

●Web 申込締切日／2023 年１月 31 日(火) 

検 索 淡路人形座 アクセス 

日 時 ： ２０２３年２月４日(土)１７：３０ 開始(1７：００ 開場) 

                             １９：１５ 終了予定 

場 所 ： 淡路人形座 （兵庫県南あわじ市福良甲 1528-1 地先） 

参加無料 

要申込 

先着 80 名 

申 込 方 法 

 

https://forms.gle/AgEsDG8QbmGQ75AD6


 

【開催趣旨】 
科学研究費補助金基盤研究（C）「人形浄瑠璃における近代以降の伝承の中絶とその復元に関する
重点的研究」（2019～2022 年度、研究代表者：久堀裕朗）では、伝承が途絶えた義太夫節浄瑠璃
作品の復元を目的とし、いくつかの作品の分析を進めてきました。今回の催しでは淡路座によっ
て伝承された浄瑠璃『蛭小島武勇問答』を取り上げ、その上演史について報告するとともに、本
作の三段目切「工藤祐経住家の段」を素浄瑠璃でお聴きいただきます。竹本友和嘉・鶴澤友勇の
お二人にご協力いただき、本研究の一環として取り組んできた復曲です。 

【作品解説】 

『蛭小島武勇問答（ひるがこじまぶゆうもんどう）』は宝暦 8年（1758）大坂竹本座初演、

竹田小出雲（三代）・吉田冠子・近松半二・三好松洛・竹田瀧彦による合作です。平家全

盛の時代、蛭ヶ小島（伊豆）に流されていた源頼朝の旗揚げが中心に描かれている作品で

すが、そこに有名な曾我兄弟の敵討ちの物語が絡みます。今回演奏される三段目切「工藤

祐経住家の段」は、その敵討ちの発端に当たり、兄弟の父である河津三郎が工藤に討たれ

た経緯（その真相）が描かれています。工藤の「大笑い」、河津と妻子の別れの愁嘆、兄

弟の名前の由来に関するくだりなど、聴きどころ満載です。 

研究報告・復曲試演会 稀曲の継承「蛭小島武勇問答」 

お問い合わせ：kakenjoruri@gmail.com（本催し事務局） 

      ＊整理券の有無についてのみ、淡路人形座（TEL 0799-52-0260）にお尋ねください。 
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